
｢現観荘厳論明義釈の注釈，

真髄荘厳」和訳'1）

兵藤一夫

はじめに

Maitreya(弥勒）の作と伝えられる『現観荘厳論」（鋤〃's"""j/"JcWZ極γα）は，

AryaVimuktisenaを初め,Haribhadra,RatnakaraSantiなどにより21
①

の注釈が書かれたとされており，インドに於いて重要視された論書の一つで

ある。このように多くの注釈が書かれたことは，「現観荘厳論』自体が簡潔

で内容項目を列挙した如きの偶頌体であるため注釈を必要としたことを考慮

に入れるとしても，8世紀から11世紀にかけてインドに於いて重要な論耆と

して学習されていたことを示しているであろう。『現観荘厳論』に関しては，

これまでE.Obermiller,荻原雲来,E｡Conze,真野龍海，最近では天野宏

英,磯田煕文などの先学達の勝れた業績があり，それらによってこの論雪の重

要性や内容・性格などがかなりの部分明らかになってきている。しかしなが

ら，著者問題も含めてこの論害がインド仏教思想史の上でこれまで充分な解

明がなされているとはいえない。しかも，現存の注釈は未だなお簡潔であり，

全体的に充分に理解することが困難な箇所も少なくない。特に『現観荘厳論』

の規範的注釈であるHaribhadraの「現観荘厳論明義釈」（鋤ﾙis""fzj/"α加一
②

”γα妙加""-s"""jんα,「小註｣）に関してこのことが妥当するであろう。そのよ

うな状況の中で，チベットに伝わる『現観荘厳論」の解釈を研究することは，

その学的伝統がHaribhadraの注釈，特に『小註」の伝統を正しく受けてい

るように思われることから，それらの研究がチベットの仏教としてだけでな
③

くインドにおける『現観荘厳論』の研究にも資することは大きいであろう。
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さて周知のように，チベットに於いては，『現観荘厳論」を般若経の学習

の中心テキストとする学的伝統が保持されている。特にケルー派では，五つ

の主要な学習項目（中観学・般若学，論理学・律学・アビダルマ学)の中の一つの

修行論の項目である般若学の中心テキストとして重視されている。チベット

における「現観荘厳論」の学習はHaribhadraの『小註」を基礎にしたもの

である。そして後述するように，いくつかの学的伝統を経て,rGyaltshab

Darmarinchenの著したHaribhadraの『小註』に対する注釈であるγNa恥

6""s""'o増γα"(ab.7'IVj'G.「注釈，真髄荘厳』）によってその伝統が確定す

るのである。従って，このγN"G.が『現観荘厳論』の研究に対して有してい

る価値は非常に大きいものであるが，なにぶんにもチベット仏教の伝統を背

景にした相当膨大なテキストであるため，その本格的研究は容易ではない。

しかし，即座にその全貌がわからないまでも，これを少しずつでも和訳して

いくことは，『現観荘厳論」の研究に対してその意義は少なくないであろう。

幸いにも，筆者は，ケルー派の伝統を正しく受け継いでいるツルティムケサ

ン（白館戒雲）氏のご助力を受けるという幸運を得たので，師の勧めにも勇気
④

を得て，それを和訳してみようと決意したのである。それに先立って，チベ

ットに於ける『現観荘厳論」の歴史を概観しておきたい。

l ⑤

1チベットに於ける「現観荘厳論」の歴史

（1）前期伝播期（8－9世紀）

この時期は，大翻訳官dPalbrtsegsがHaribhadraの「小註」(Pek.No.
⑥

5191）などの般若関係のテキストをチベット語に翻訳しているが，特に『現

観荘厳論』が学的伝統をもって学習された形跡は見られないように思われる。
⑦．

ただ,Debj〃eγs"o"'o(ab・DsIV.)によれば，このときの解釈の伝統がカム

地方に残ったとされている。

（2）後期伝播期（10世紀以降）

(i)まず，大翻訳官RinchenbzalipoがHaribhadraの「現観荘厳論

光明」（“〃isα’"αﾂ〃α糀紘γ〃o師,「大註｣,Pek・No.5189)などを初めてチベット
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語に翻訳すると共にそれらを教えたことは間違いないであろうが，彼自身が
⑧

作った注釈はないと思われる。DsN、によれば,Rinchenbzanpoは以前

自分が翻訳した6"G3ﾉ"s#o"",Ni片〃"S"""(Pek.No.5185),67Gy"

S加沌'9f'BJc〃β'z(Pek.No.5189)などの校訂をAtiSaにお願いした，とされて

いる。

(ii)後期伝播期において重要な役割を果たしたAtiSa(Joborje,982-1054)
．⑨

は般若経や『現観荘厳論」に関しても影響を与えている。DsN.には，彼が

ネータンで多くの聴衆に「現観荘厳論』を要約して説いたが，人々がそれに

満足しなかったため彼はさらに詳しい解説をした，これがカムのPhyadar

stonpaによって書き留められて｢般若学に対するカムの解釈法」(pharphyin

Khamslugsma)」として知られている，と述べられている。ほぼ同じことが，

Akhurinpoche(Sesrsabrgyamtsho,1803-1875)の〃Pβ増jﾉ況泥m〃o〃少"'z
⑩

＃んojﾉ増(ab.4T")にも,AtiSaが初めて'Bromstonpa(1004-1064)に教え

て，「八千頌般若経」と『現観荘厳論』の注釈を作ったものをカムのPhyag

darstonpaが書き留めたものが，「般若学に対するカムの解釈法」(Phar

phyinKhamslugs)」と呼ばれる，と述べられている。

（以後の学的伝統の歴史は一応宗派ごとにまとめるが，チベットの宗派意識は弱く，

仏教の学習には宗派を越えて自由に師を選んでいたことを考慮すると，この分類は全

く便宜的なものであることを断っておきたい｡）

⑪カダム派

(a)チベットに於いて般若学，即ち「現観荘厳論」の学的伝統を初めて確

立したのは大翻訳官rNogBloldan｡esrab(1059-1109)である。彼は自分

の叔父のLegspa'iSesrabが作ったサンプ寺で出家した。それから叔父の

教えのとおりに，中央インドとカシミールなどで学び，35歳の時にチベット

に戻り，カンギュール・テンギュールを十万頌余り翻訳したのである。その

うち「現観荘厳論」に関しては，本偶(Pek.No.5184)を翻訳し,AryaVi-

muktisenaの注釈(Pek.No.5185),Haribhadra,の『大註』『小註』などを
⑪

校訂している。またAT〃．によれば，彼は大・小のP〃αγ””””極を書
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き，それがチベットの般若・現観の注釈の最初である，とされている。

(b)BloldanSesrabの一番勝れた弟子であるGrolunpa(Blogros'byun

gnas)は師のすべての教えを大切にして，師の『小註」に対する注釈に依拠

して注釈を作った。彼が年を取ったとき,Phyapaが彼から学んで『小註』

に対する大部の注釈を作った。Phyapaに従う人達の伝統は'BriSesrab
⑫

'barやArByanchubyeSesの解釈法とは異なっている，と言われている。

(c)マーの翻訳官の一番勝れた弟子である'BriSesrab'barは般若経と

『現観荘厳論」に対して詳しい解説をした。彼が法を説くときは天人達も降

りてきたと言われている。彼の解釈はカム地方に伝えられていた前期伝播期

の解釈方法から出たものである。

'BriSesrab'barの多くの弟子達の中で彼の解釈の伝統を受け継いでい

る主な者は,ArByanchubyeSesである。彼は年を取るまで教え，般若

経と『現観荘厳論』に対して多くの注釈を作った。これ以後，チベットにお

ける般若学の基本テキストの伝統的な解釈はほとんど'BriとArの二人の
⑬ ⑭

解釈に基づいているのである。"r".によれば,'BriSesrab'barはⅣ＃

た〃"'j'978j′〃（｢二万五千頌般若経」の注釈）とP〃”〃師とsD"""'j'gγβj

少〃（『宝徳集頌般若経」の注釈）を書き,ArByanchubyeSesはFIi"""",

"Dos"""",Sβγs"枕の注釈を書いたとされている。

また,KhuSerbrtson(1011-1075)は'BriSesrab'barからも聞いた

が，主にArByanchubyeSesのやり方を採用して，『現観荘厳論」とその

注釈に対して大・中・小の注釈を作った。"T".によれば，彼は「現観荘厳

論」に対する詳細・中・要約の三つの注釈を書いたとされている。

また,sKarchuririnmoとして知られるgShonnutshulkhrimsもAr

の下で学んで，「現観荘厳論』と『小註』と『宝徳集頌般若経」などに対する

多くの注釈を作った。zIT".によれば，彼はγG3ﾉ""f'rs"'gγeJgwγ"α'邦b”"，

77zDoscZz"J"'j'97'BJ′αを書いたとされている。

KhuSerbrtsonとgShonnutshulkhrimsの二人の弟子であるShafl

gYebasMonlamtshulkhrimsはネタンなどの多くの寺で過ごし，『小註』
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に対する大部な注釈などを作り，多大の貢献をなした。そして彼の弟子の

dBanphyugrgyalpoは般若・現観に関して非常に詳しい注釈を作った。

AT".によれば,sMonlamtshulkhrimsは'GγeJ"cIo"9s"J9jﾉj'9γβノ

6”〃を書き，彼の弟子のdBanphyugrgyalpoはP〃αγ"Jﾉj"""cﾙβ泥

を書いたとされる。

このsMonlamtshulkhrimsの伝統は弟子のgNalpaShigpo,その弟

子のrGya'tshanRuba,それからChumigpaSe]igedpal,lHobrag

pa,Tshadma'iskyesbu,BustonRinpoche,DharmaSrl,Rumtshams

pabSodnamssenge,sPoboYontansengeまで相続し,Yontansen
〆

geがDsN.の著者であるgShonnudpalの師であるSakyadbanphyug

に解説し,gShonnudpalに受け継がれてきた，と述べられている。ziT".に

よれば,Bustonの師である'Jamskyanammkha'dpalldanのP〃αγ

""",BustonのP"""J/"z〃城c〃呪72(Toh.No.5173,PA"少〃j/j7z'gl'g/

c"87zIz"gjs"87"Cz),彼の弟子のChosdpalbzanpoの加No7z"0gs7gj/α犯

gjﾉjf'"""b"",翻訳官ShvaluChosskyonbzalipoの”NC邦γ"9s

fgy""gj/i"片",ShvaluRinchenbsodnams'phelのPﾙ""Jﾉ伽

sbJﾉoγ"”加h〃“少""g"'bjﾉ8",Do""""c"'js""#s"7"s,P〃αγ少〃jﾉ伽

ﾒﾙ“”γβ",sKyostonRig'dsinrgyalpoのP"αγ"Jﾉ"γ"凡沈6""

"""'j'o""j',mGoslogShonnudpalの大．小のP〃αγカル”〃γ"勿沈

6"",BodonPhyogslasrnamgyalのP伽γPﾙｯ伽切点α''9f'e/c"e""zo,

P〃"γ"jﾉ伽6s""s少切などがあったことが知られる。

(iv)サキャ派

(a)この派の般若学の伝統は,gYagphrugSansrgyasdpal(1350?-1414)
⑮

に始まると考えられる。DsN.によれば，彼は本当はツェタン派のByan

chubrinchenの息子であるが，その者に仕えていたgYagyuの息子(gYag

Phrug)と呼ばれている。彼の学問の基礎はサンプ寺である。彼はそこでBu

stonの「現観荘厳論』の注釈を学び，カンギュール．テンギュールを暗記

することで彼に並ぶ者はいなかった。彼はサキャ派のガーデン寺の座主とな
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り，中央チベットのあちこちに般若学の伝統を作ったので，般若・現観は非

常によく広まった。また彼はそれらに関して多くの注釈を書いたが，その中

の一つがP〃αγ"""J伽"γ"αγ6shγz"6j/"S(NgawangTopgyal,NewDelhi,
⑯

1973）として残っている。"T".によれば，彼はP〃αγｶﾙjﾉ”"ん"''9"8J,P〃"γ

タルjﾉj"6s""scIo"を書いたとされている。

彼の最愛の弟子であるRonstonsMraba'iseligechenmo(1367-1451)

はギャルモロンからサンプ寺にやってきて，20歳の時には大論耆に注釈を書

くことが出来るほどの大学者になった。彼は詳しい解説をなしたので学者の

弟子達が多く輩出した。また，彼は『小註」や『十万頌般若経」にも大部の

注釈を作るなどして，後の学的伝統を盛んにすることに大いに貢献をなした

のである。（また彼はTsolikhapaのgS"少〃γ‘兜を批判したが，その意見に対す

る反論がDarmarinchenのγNγG・に見られる）このRonstonの解釈を,Sans

rgyas'phel,rGyalbamchogなどが受け継ぎ,gYagphrugの伝統を確立
⑰

したのである。

(b)gYagphrugと共にもう一人の重要な人物はNadponKundga'dpal
⑱

である。"T".によれば，彼はP〃”〃ん〃，ﾉ”ん,ﾉjwz"sBJを書いているが，

それがインドから出版されている(6S""6CoS"""pαγγjogs"'j7'gγα"'97'BJ

"""6c""'j7'gj/"'gγβJbS"sb)ﾉ"f'jﾉ鰯舟jﾉj剛況""J,NewDelhi,1978)｡
．⑲

DsN.には,Redmda'paはNadponについて般若学を完全に学んだ後

に弟子達の願いによって，『小註」に対する注釈を作ったと述べられている。

"T".によれば，彼はP〃αγ′〃y"gj/j""""z"'j'o"28γを書いたとさ

れている。
⑳

その他に,Sansrgyas'phelの弟子のGoramspabSodnamssenge

(1393-1489）は「現観荘厳論」の注釈を伴ったYW沈切o”γαbgS"J(Tokyo,

1969）と『現観荘厳論」の前後の関係と難しいところを分析したsB"sLIo"

z""o'jg/"gj/iんんα'6jﾉβ",'Gγ8J戸ααo"gs"""g'"o"と「現観荘厳論」

の定義語の支分を詳しく解説したsBLzscJo〃γ"gsαノなどを作り，大学者

Sakyamchogldan(1428-1508)は般若経の難語釈である6S〃β〃メs""ノ昭Jﾉ〃

89（6）



7"#s"o'jγjabs"γβ伽などを書いた。翻訳官sTagtshansGrabaSesrab

rinchen(1405-?)はP"czf'"緬を,bSodnamsrgyalmtshan(1312-1375)

は噸No""o9s7'gj/Lz"gjﾉzγ"α畑6"〃と小さな注釈を,Nagdbanchos

grags(1572-1641)はP"""j/"s"'cJo""""んんβ""go"sgs"Jなどを

作った。これらの中で,Goramspaの説いたものが一番重要で，それはサ

キャ派の教科書となっている。

(v)ケルー派（新カダム派）

Tsonkhapa(Blobzangragspa,1357-1419)に始まるケルー派は新カダ

ム派とも呼ばれ，宗派としてはカダム派の流れを汲むが，先にも言及したよ

うに，その学的伝統はそれぞれがどの師についたかによって左右される。

Tsonkhapaは般若学などをサキャ派のRedmda'paから学んでいる。
⑳

DsN.によれば，彼はRedmda'paから「小註」の注釈を学んで，後に，

遊行に出る前にLegsb""gseγ"''8"を書いたが，すぐに遊行に出たため

彼の解釈の伝統を受けた者は余りいない。後に,Darmarinchenが「小

註」の注釈を作ったが，それは今まで他の人達に大いに役立っている，と述

べられている。

チベットに於ける「現観荘厳論」の学的伝統を確定し，それ以後の学習の

所依されるのは,rGyaltshabDarmarincllen(1364-1432)である。彼は

初めRedmda'paの弟子であったが，後にTsonkhapaの弟子にもなっ

た。'JamdbyansbSadpaはsKczbs〃α"fo'j”ｵﾙ"'"pj/o〃の中で,Dar

marinchenがTsonkhapaのgSBγタルγ"'を学び後にTsonkhaPaに

般若学を聞いて正確な意味と実践の仕方を伝授されてノートを作ったのが

7'NJ'G・である，と言っているが,昔の学者も言っているように,Tsonkhapa

がDarmarinchenに『現観荘厳論』の注釈を教えたことがあっても，こ

の論害はその時のノートではなくDarmarinchenが自分で書いたもので
⑳

ある。また彼とほぼ同時代でDs".の著者である'Gosの翻訳官gShonnu

dpal(1392-1481)なども，直前に紹介したように,Darmarinchenが『小

註」に対する注釈′ⅣγG.を作ってからはTsorikhapaのg艶γP〃γ帥よ
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りも遙に多くの人達に役立っていることを示唆している。

㈱その他

カギュ派とニンーマ派などはこの般若学の伝統が豊かでないので，それを簡

潔に述べておく。Dolpopaの”NC”γ＃ogsγg”〃gjﾉzγ"αwz6"",Karma

PaMibskyodrdorje(1507-1550)のP〃αγ”γ"”〃c"β",'BrugPaPadma

dkarpo(1527-1592)の「現観荘厳論」の注釈〃gbjs""6j/""s"'js〃α〃"",

'Jumipham(1846-1912)のS""jﾉ伽7""0127'jog37gj/"z9lﾉj"zc""z'gγβJ
⑳

P"""""''"o"/などがあるだけである。

2rGyaltshabDarmarinchenのγjVj'G.について

前節でも述べたように,DarmarinchenのγIV"G.はHaribhadraの『小

註」を中心としてきたチベットの般若学の伝統の中で，一つの到達点となっ

ている。そして以後の学的伝統はこれを所依としているのである。本書のサ

ルナート版の序論には次のように書かれている。この注釈は，一般にはチベ

ットの『現観荘厳論」のすべての注釈とインドの一般の注釈，主にArya

VimuktisenaとHaribhadraの注釈に依拠して，般若経と『現観荘厳論」

の内容である一切相智に至る道の次第を決択しているのである。

γN"G.は『小註」に対する非常に大部で詳細な注釈であり，大谷本(No.

10146)で354葉にのぼる。それは，伝統の中で出来上がってきた詳細な科文

によって，『小註」の内容を明確にし，相互の関連性を明らかにしている。

また，チベットにおける解釈上の異論を紹介し，それらを批判している。ま

た，注釈の仕方は，『小註」の文章の言葉を補足したり，自らの文章の中に

『小註」の言葉を散りぱめたりして，「小註』全体の言葉を何らかの形で注

釈している。これらの解釈は，概してインドの伝統を受けていると思われる

が，しかし随所にチベット的要素が見られるようである。従って，本書によ

って『現観荘厳論』を研究する場合，インドの注釈との違いの有無を常に念

頭に置かなければならない。

次に，本注釈吉の現存する版の主なものを以下に列挙しておく。
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(1)''Zv""""s何伽加γgj/"",OtaniNo.10146,(Kha.1-354)

(2)Sesγα6句ﾉjカルαγoJ""jﾉ""''""""ggibs＃α"6cos""o九戸”

γ加9s"'ifgj/α〃9)ﾉj'9γβJ6α〃o"9sczIb"'jf'Na沈6""s""'o'Z

増Jﾉ"",Toh.No．5433,(Kha.1-346)

(3)P〃α""jﾉ伽γN""63α〃s何加加γgjﾉα",GelugpaStudent'sI"elfare

Commitee,CentralinstituteofHigherTibetanStudies,Sarnath,

1980.

〈注記＞

①拙論「｢現観荘厳論」の注釈文献について」（『真宗総合研究所紀要」No.2,1984)

参照。

②本論言に関しては，当拙論の和訳部分の注①を参照のこと。

③ただこのためには，γN"G.からチベット的要素を取り除く必要がある。

④小川一乗教授からも勧められ，翻訳に際しても多大のご教示を'得た。

⑤この歴史は,'Goslo,tsabagShonnudpal,D86オルβγs物o”po(Sata-Pitaka

Series,Vol.212,NewDelhi,1976)とAkhurinpocheSesrabrgyamtsho,

"Pg"gj/‘"z〃たo""'g"'s"増gZオルojﾉ増(Sata-PitakaSeries,Vol.30,New

Delhi,1963;repr.M"6"jajs/o''AHis"γjﾉQfT'6""'zL"87'α地γ8,Kyoto,1981)

に基づいているが,TshulkhrimsskalbzaIi(白館戒雲),BJﾉ""sc"os6s"J/"7'

S〃め[Z''""eS'72(JSBS7'gj/"z(Kathmandu,1984)にも多くを依存している。

⑥デンカルマ目録No.517(芳村,M・Lalou共に）が「小註』に相当すると思

われる。(Pek.No.5851,Cho.366b3-6)またプトン|]録No.536(西岡祖秀「プ

トン仏教史目録部索引Ⅱ」「東京大学文学部文化交流研究施設研究紀要」No.4,

1980)

⑦DsIV.op.cit.,Cha.2b2-3.

③DsN.op.cit.,Ca.4b6-7.

⑨DsIV.op.cit.,Ca.8b4-6.

⑩"T".op.cit.,pp.528-529.

⑪AT".op.cit.,p.528.

⑫DsZV.op.cit.,Cha.3a3-7.

⑬以下，この節の記述は,DsIV.op.cit.,Cha.2b2-3a3.による。

⑭ATA.op.cit.,p.529.以下のこの節のAT〃．も同様である。

⑮DsN.op.cit.,Cha.6b3-5.

⑯ATんop.cit.,P.529.

⑰DsIV.op.cit.,Cha.6b5-7a2.

⑬"T".op.cit.,p.529.

(，）86



，
Ｓ
ｊ
Ｓ
Ｓ

池
、
此
ｍ
ｍ

Ｃ
．
、
Ｃ
・
血
，
ｎ

Ｐ
恥
平
恥
恥

１
１
１

Ⅳ
血
・
Ｎ
ｈ
ｍ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｄ
Ｔ
Ｄ
Ｔ
Ｔ

⑲
⑳
④
⑳
⑳

６８２戸
○

８
７
６

２
８
８
２
２

Ｐ
．
．

Ｐ
ｐ
ｐ

ｔ

ｔ
ｔ

■
１
４Ｃ

．
α
・
ｑ

ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

４
辻
Ｊ
戸
ｈ
〕
，
，

｜
“
、
｜
・
、
．
ｎ

句
。
ａ
４
４
ａ
ａ

ａ
Ｚ
ａ
Ｚ
Ｚ

７
ｂ
７
ｂ
ｂ

Cha,‘

skal

Cha‘

skal

skal

｢注釈，真髄荘厳」和訳

〔序論〕
＊

<1b,P､1>慈悲を有した最高の尊者達の御足にいかなるとぎも恭し〈礼拝

します。

『般若波羅蜜の解説の論である現観荘厳論明義釈（鋤〃js"""ﾉ〃α"’ん”α‐

"""αか""””…｡'"…s…""_spjo"3｣の『注釈,真髄荘厳｣とい
うもの。

多数の最高の賢者達が歩む道である波羅蜜の最高の正しい方軌を親切にも

明らかにしてくださったかの尊者ラマに礼拝します。

完全な牟尼の教説の道の要点をあるがままにご覧になり自在になって，

〔それを〕有情に対して慈悲によってお説きになったラマの御足に頭で礼

拝します。
②

深遠で広大な，あるがままのどんなものの(jiltajished)意味も残りなく

ご覧になって，慈悲の権化になったマイトレーヤ（弥勒）や<2b>マンジュ

シュリー（文殊）〔菩薩〕を初めとする〔法〕の伝統に属するラマ達に礼拝

します。前後の確定した順序の関係と本偶と注釈の関係が〔『現観荘厳論』

研究の〕中心であるとする者には，この〔『現観荘厳論』の〕方軌の一部分

さえも理解しているのが見られないから，このテキストを分析(注釈)する

ことに対して〔私，タルマリンチェンには〕少しの喜びが生じる。

無垢な合理の眼を持たず，最高の善知識である導き手を離れる者は，一切

知者である勝者の町に入ろうと望んでも，誤った道を通って荒涼とした所

へ入ってしまう。

この深遠な道は非常に証得するのが困難なのであろうか。自分自身のすべ
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③

ての生存において〔この論書に〕習熟するために，そして本尊やラマの恩

恵に感謝を示すために注釈をするので，〔心を〕集中して敬意をもって聞い

てください。
④

さてこの世で，自分で非常に得ることが難しく，得たときには非常に大き
⑤

な利益のある好ましい境涯と条件の円満(dal'byor,kSana-sampad)を得てい

る<P、2>のに，この世間の長老達の考え方よりも勝れた，来世以降の暫時

と究極の人間の望む目的の根本を正しく建立せずして,<2b>この生涯だけの

財と名誉などのために努力することは，実のない藁を持ち上げ〔て選別す〕
⑥

ることと同じであり，〔それは〕動物の行為から脱却していないと知って，好

ましい境涯と条件の円満に対してその本質を正しく理解することに努力すべ

きである。

さて，一切の有情に対して一律に恩恵を施す仏陀世尊が法輪を三つの順序

で転じてから，〔過去・未来・現在の〕三時の聖者達が行き〔これからも〕付

き従って行くであろう道と果を判断基準となす方たが広大な聖教と理論の集

まりによって決択された見解に随順して，それらの意味を証得して，宝であ

る三学によって規範のとおりに実践することによるほかには聖者の御意にか

なう最高の方法はないと知られる。

さて，アーチャールヤ聖アサンガという者は，昔，多くの勝者達に対して

特に勝れた所作をなして広大な善根を生じさせ，今また，仏陀と菩薩の力添

えにより，理解する智力は他者よりも卓越しており，牟尼仏陀世尊の教説を

担うという願いを正しく成就している。了義未了義の経典の密意を完全に注

釈すると予言されている彼は，後代の所化達が大海のごとくに見られる大乗

の諸蔵に対して旅人が方向<3a>に迷ったごとくにな‘って前後の言葉の関係

すらも理解するのが困難な<P.3>とき，最高の深遠な意味を理解すること

は尚更〔困難〕であるとお察しになり，また，自らも如来の一切の秘密の中

に〔自分に〕隠されている〔ことがある〕と知って，牟尼のお説きになった

一切の秘密を秘密としない眼をお持ちになっているかのマイトレーヤを御意

を得て，〔自分の〕望みのままの目的を成就したいと意図して〔ある〕行を行
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じて，〔マイトレーヤの〕お顔を|]のあたりにご覧になって，世尊（マイトレ

ーヤのこと）の神通によって兜率天に至り，法をお聞きになることで一切の教

説の密意を全く完全に理解されたのでした。〔そしてマイトレーヤは〕ジャン

プ州の後代の所化達を摂取するために最高の法の贈り物を与えられた。それ
⑦

は二つの分別論と二つの荘厳論と「究寛一乗宝性論」の五つの大論書である。

さて，一般的に世尊の教説において未了義と了義を区別することに関して

二種の方軌が説かれている。『無尽意経』と『三昧王経」に説かれているもの

などと，『解深密経」に説かれているものとである。第一のものは，一切法

は自相として成立するということでは空であると説くのが了義であり，人

(プトガラ）や誼など多くの言葉や文字によって説くのが未了義であると語る。

後者の経典は，妄想された相(遍計所執性）は自相としては成立せず<3b>,他

による相（依他起性）と完成された相（円成実性）は自相として成立すると語

り，一切は一方的に自相としては成立しないと説くものと一方的に成立する

と説くものは未了義であり，自相として成立するものと成立しないものの

<p.4>境界をはっきり分けて説くのが了義であると語る。前者の経典に随順

して救護者ナーガールジュナは未了義と了義を区別する車の轍を正しく付け

ることによって，二番目の経典（『解深密経｣）は未了義であることを自動的に

証明された。

一方，アーチャールヤ聖アサンガは，二つの分別論と「大乗荘厳経論』に

随順して後者の経典の未了義と了義の区別の仕方に基づいて，主として唯識

の車の轍を正しくつけて小乗の諸蔵の密意をも注釈された。その中，〔彼は〕

『法法性分別論」では，所取能取として顕現し輪廻を成立させる基盤であり

諦として成立する依他起を「法」と〔説き〕，そして所縁となして修するこ

とによって解脱を獲得するよりどころであり別な実体の所取能取としては

空であるものを「法性」と説き，「中辺分別論」では，諦として成立する二
⑧

〔取〕の顕現を根本として三相を分類し，不共乗(大乗)の教義と道と果を確

立した。「大乗荘厳経論』では，二〔取〕の顕現が諦として成立することを

否定せずに大乗の<4a>種姓を目覚めさせる仕方を初めとして，菩薩自身が
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悟りを次第に勝れたものにしていく仕方と〔菩薩以外の〕他の所化を摂取す

る方便を詳しく決択された。〔彼は〕これら三つのテキストによって所化の

意向に関係した勝義を説かれたが，一切法は自性として成立することでは空

であるという勝義は明らかにされなかった。これらの三つの論書<P.5>に

従い『解深密経」の未了義と了義を区別する仕方に賛成してアーチャールヤ
⑨

(アサンガ）は「琉伽論」と二種の概要言などにて唯識の車の轍を正しくつけ

られた。また，小乗のある蔵で，犀のごとき独覚と大乗の種姓の者は資糧道

として〔それぞれ〕百劫と三無数劫の間資糧を積み，媛位以上の加行道を一
⑩

座で通過する仕方が説かれることも，「声聞地」にて語られた。

『究寛一乗宝性論」では，一切は諦としては空であり，一切の戯論を離れ

ているという勝義諦は，唯識の方軌を修することによって〔心身〕相続が熟

した者たちには後時に説かれるべきであり，大乗の種姓の利根の者たちには

最初に説かれるべきであって，声聞の悟りと独覚の悟りを獲得する者も必ず

証得しなければならない道の対象であるが，〔このような勝義諦である〕詳

細（『十万頌般若経｣）と中（｢二万五千頌般若経｣）と<4b>要約（｢八千頌般若経｣）

の三つの経典と「如来蔵経」は区別がないことが明らかであることを説明し

ている。まさにそのことをアーチャールヤ・アサンガはそれの注釈の中で密

意のままを明らかにしているので，第一の未了義と了義を区別する仕方に関

した車の轍をつけた救護者ナーガールジュナとは異っていると考えるべきで

はない。彼自身（ナーガールジュナ）に従っているからである。アーチャール

ヤ（アサンガ）は「究寛一乗宝性諭」を唯識の方軌にて注釈しているという主

張は認められない。〔そのことは〕この注釈で究寛一乗を証明して微細な空
⑪

性が詳しく決択されていることと全く矛盾するからである。

この『現観荘厳論」では<P.6>空性の究寛の見解が繰り返し説かれている

が,決択されるべき根本的なことは三種姓の現観の次第，即ち自性の決択と

数の決択と順序の決択の三つに関して実践するままのあり方，即ち詳細と中
⑫

と要約の三つの般若経中の隠れた意味を明らかに説くことである。

（＊訳文中の葉数は大谷本，頁数はSarnath本を示す)(未完）
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〈注記＞

①本論害はハリバドラの「小註」ともよばれる。テキストの版として，

(i)Skt.ed.

天野宏英；「現観荘厳論釈の梵本写本(1)」（｢比治山女子短期大学紀要」No.17,

1983）（第8，9章の部分）

「現観荘厳論釈の梵本写本(2)」（｢島根大学教育学部紀要」No.19,

1985）（第5，6，7章の部分）

「現観荘厳論釈の梵本写本(3)」（｢島根大学教育学部紀要」No.20,

1986）（第4章の部分）

「現観荘厳論釈の梵本写本(4)」（『島根大学教育学部紀要」No.21,

1987）（第2，3章の鰐分）

「現観荘厳論釈の梵本写本(5)」（｢島根大学教育学部紀要」No.22-2,

1988）（第1章の部分）

「現観荘厳論釈の梵本写本(6)」（｢島根大学教育学部紀要」No.23-1,

1989）（序章の部分）

(ii)Tib.ed.

Pek.No.5191(Ja.93a6-161a7)(影印版第88巻）

Toh.No.3793(Ja.78bl-140a7)

H.Amanoed.,4S""j/o泥ｵﾙez46ﾙ"""QV“"恥紘γ"-師γﾙ“"s＃γα"γがj(Tokyo,

1975)(これは「大註(Aloka)」の平行文(Skt.)を含む）

Ramasankaratripathied.,z46"""""ﾉα"“γα〃γがj〃Sｶﾙ"#"γｵﾙ〃(Bibliotheca

Indo-Tibetica,No.2,Sarnatha,1977)(これは還元Skt.を含む）

和訳研究としては，真野龍海「現観荘厳論の研究」（山喜房，1972）などがあ

る。

②「るがまま(jiltaba)」とは法のあるがまま（如所有）ということであり，

「深遠（甚深,zabpa)」と相応する。「どんなものも(jisfiedyodpa)」とは

存在する限りの（尽所有）ということであり，「広大(rgyache)」と相応する。

小谷信千代「ラムリムチェンモ（止の章）の和訳(2)」（『仏教学セミナー」No.49,

p27)参照。

③本尊(lha)とは，ここではマイトレーヤ，マンジュシュリーのことであろう。

④これ以降は『究寛一乗宝性論」のDarmarinchenの注釈（大谷No.10148)

の序論に同一の文章が見られる。（小川一乗教授の御教示による）

⑤ksana(dalba)とは仏法に適した好ましい境涯で,8種の不適当な境涯

(aksana)である八難，即ち(i)地獄6i)餓鬼(ii)畜生(ij長寿天(v)辺地㈱根が完全でな

い㈱世俗的な知恵や邪見に楠われるⅧ仏前仏後，を避けた境涯に生まれることで

ある。これは阿含に於いて既に見られるものである。次に,条件の円満(sampad,
'byorPa)とは，『声聞地」によれば，自円満。他円満の二種であり，それぞれが

五つある。自円満とは，善得人身，生於聖処，諸根無欠，勝処浄信，離諸業障で

あり，他円満とは，諸仏出世，説正法教，法教久住，法住随転，他所哀感である。
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（大正30,396b-c,Shuklaed.,pp.6-8)ところで，『入菩提行論(Bodhicarya-

vatara)｣(v.1-4)では，「この好ましい境涯の円満(ksanasampad)は非常に得

がたいものである。得られたときは人の目的を成就するものである。もしこのこ

とに対して幸福であると考えないならば，どうして再びこの巡り合いがあるであ

ろうか」と説かれている。この箇所に対するPrajriakaramatiの注釈Bo""ca－

γ”〃“"γα‐'"城内α(B""':s#sﾊｵ.Tex#,No.12,pp.4-5)によれば,kSana-sampad

をdvandva(好ましい境涯と条件の円満）ではなくgen.tatpuruSa(好ましい

境涯の円満）と解釈しているようである。

ただ,Prajfiakaramatiはこれの後に，「八難を避けることは得がたい，人の

状態を獲得することは得がたい，好ましい境涯の円満という清浄は得がたい，仏

陀の出世は得がたい，根が無欠であることは得がたい，仏法を聞くことは得がた

い，．“...」という十種の項目を「華厳経』(G""""",Suzuki&Izumied.,

P.116)から引用している。

⑥無益な努力を示す職えである。

⑦いわゆるマイトレーヤ（弥勒)の五論書である。二つ分別論とは「中辺分別論』

と『法法性分別論』であり，二つの荘厳論とは『大乗荘厳経論」と『現観荘厳論」

である。以下にタルマリンチェンはこの五論書の性格を略述している。また，こ

の五論害の伝承については，袴谷憲昭「チベットにおけるマイトレーヤ五法の軌

跡」（山口瑞鳳監修『チベットの仏教と社会」所収，1986）を参照のこと。

③これは所取・能取として顕現する「虚妄分別(abhataparikalpa)」のことであ

る。

⑨「摂大乗論」と『阿毘達磨集論」である。

⑩該当する内容は『聡伽論』｢声聞地」に見い出せない。（チベットの伝承では『環

伽論」はアサソガの著作とされている｡）

⑪究覚一乗と微細な空性(stonnidphramo)は，チベット仏教では，中観学派

の基本的なテーゼである。

⑫般若経の，詳細とは「十万頌般若経｣，中とは「二万五千頌般若経｣，要約とは

『八千頌般若経』である。『現観荘厳論』は本来は「二万五千頌般若経」に対する

注釈であったが,ハリバドラ以後は『十万頌般若経」『八千頌般若経」にも対する

ものと考えられるようになる。プトン（｢仏教史」ラサ版,Ya・19b2-7)によれ

ば，龍樹の『中論」などは「般若経」の顕了相としての意味を解説しており，他

方「現観荘厳論」はそれの隠密相としての意味を解説しているといわれる。

『注釈，真髄荘厳」の科文(1-17偶に対応する部分まで）

〔序論〕

1．題名の意味(mtshangyido'1)[4b5,6-6]

A.実質(dnos)[4b5,6-7]

A-1.題名を翻訳すること(mtshansgyurba)[4b6,6-8]
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A-2.題名を注釈すること(mtshanbSadpa)[4b6,6-8]

B.付加(sharbyun)[5a4,7-2]

B-1.巻数(bampo'igrans)[5a5,7-3]

B-2.翻訳者の帰敬('gyurgyiphyag)[5a5,7-4]

2．本論の意味(gshungyidon)[5a6,7-6]

A.注釈の序論(bSadpala'jugPa)[5a6,7-8]

A-1.帰敬を述べて注釈することを誓うこと(mchodparbrjodcinbSadpar

dambca'ba)[5b1,7-10]

A-2.注釈を著作するのにふさわしいことを証明すること('grelpartsomrigs

parsgrubpa)[6a3,8-15]

A-2-1.外的条件として善知識の優波提舎を有することを証明すること(Pyi'i

rkyendgeba'ibSesgriengyimannagdalildanparsgrubpa)[6a4,8-18]

A-2-1-1．アサンガのもの(slobdponThogsmed)_[6a5,9-2]

A-2-1-2．ヴァスバソドウのもの(dByiggfien)[6b2,9-10]

A-2-1-3.アールヤヴイムクテイセーナのもの('Phagspa[Grolsde])

[6b4,9-17]

A-2-1-4.バダンタヴイムクティセーナのもの(bTsunpaGrolsde)[7a1,

10-6〕

A-2-2.内的条件として論書の全ての意味を証得する智恵を持つことを証明する

こと(nangirkyenbstanbcoskyidonmtha'dagrtogSpa'iSesrabdali

ldanParsgrubPa)[7a3,10-12]

A-2-3.注釈を著作するのにふさわしいこと('grelpartsomparigspa)

A-3.慢心をなくして喜びが生じる理由(khensskyurishinsprobaskyeba'i

rgyumtshan)[7a6,10-19]

B.注釈自体を叙述すること(bSadpariiddgodpa)[8a6,12-16]

B-1.帰敬(mchodbrjod)[8b1,12-18]

B-1-1.接続関係(mtshamssbyarba)[8b1,12-19]

B-1-2.根本偶(rtsaba)[9b3,14-20]

B-1-2-1．言葉の意味(tshigdon)[9b3,15-1]

B-1-2-1-1.称賛(bstodpa)[9b3,15-2]

B-1-2-1-1-1．三智性の功徳による称賛(mkhyengsumgyiyontangyi

sgonasbstodpa)[9b4,15-3]

B-1-2-1-1-2.四聖者の母となっていることによる称賛('phagsbshi'iyum

byedpasbstodpa)[10a3,15-19]
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B－1－2－1－2．帰敬(phyag'tshalba)[10a4,16－1]

B-1-2-2.論争による決択(brgallangyisgtanladbabpa)[10a4,16-3]

B-1-2-2-1.順序が確定していること(gorimsnesPa)[10a5,16-4]

B-1-2-2-2.数が確定していること(grahsnesPa)[11a1,17-10]

B-1-2-2-3.母と子の意味(yumsraSkyidon)[11a3,17-15]

B-1-2-2-4.称賛の対象である三智を確認すること(bstodyulgyimkhyen

gsum'iosbzunba)[11a4,17-17]

B－1－3．注釈本論('grelpa)[11a6,18-6]

B-1-3-1.摂義(bSdusPa'idOn)[11b1,18-7]

B-1-3-2.目的の意味(dgospa'idon)[11b2,18-9]

B-1-3-2-1.詳しく説くこと(rgyasparbSadpa)[11b2,18-10]

B-1-3-2-1-1.信の生じ方(dadpaskyetshul)[11b2,18-10]

B-1-3-2-1-1-1．鈍根の者の信の生じ方(dbanrduldadpaskyetshul)

[11b3,18-13]

B-1-3-2-1-1－2,利根の者の信の生じ方(dbanrnondadpaskyetshul)

[11b4,18-16]

B-1-3-2-1－1-2-1.否定対象の法を確認すること(dgagbya'ichonos

bzurlba)[13a1,21-2]

B-1-3-2-1-1-2-2．そ〔の否定対象の法〕を他の事物の上で否定する証因

(degshigshangyistendu'gogpa'igtantshigs)[13a4,21-11]

B-1-3-2-1-1-2-2-1.論証式を立てること(rtagsdgodpa)[13a4,21-12]

B-1-3-2-1-1-2-2-2.[三つの〕あり方（因の三相）の証明(tShulbsgrub

pa)[13a5,21-15]

B-1-3-2-1-1〒2-2-2-1．〔証因の〕主題所属性の証明(phyogschosbSgrub

pa)[13a6,21-16]

B-1-3-2-1-1-2-2-2-1-1．〔主題が〕諦としての一を離れることの証明

(bdenpa'igcigbraldubsgrubpa)[13a6,21-17]

B-1-3-2-1-1-2-2-2-1-2．〔主題が〕諦としての多を離れることの証明

(bdenpa'idubraldubsgrubpa)[14a2,22-20]

B-1-3-2-1-1－2-2-2-2.[証因の〕遍充の証明(khyabpabsgrubpa)

「14a3,23-61

B-1-3-2-1-2.そ〔の信〕から目的を得ようとする願望が生じること(delas

dongnergyi'dunpaskyeba)[14b2,23-19]

B-1-3-2-1-3.そ〔の願望〕から〔実践に〕入り果を獲得する仕方(delas
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shugsnas'brasbuthobpa'itshul)[14b4,24-6]

B-1-3-2-2.まとめ(donbsduba)[14b6,24-12]

B-1-3-2-3.論難を断ずること(rtsodpaspanba)[15a1,24－14]

B-1-3-2-4.言葉の意味(tshiggidOn)[15b5,26-3]

B-1-3-2-4-1.それぞれの功徳によって賛嘆すること(yontansoso'isgo

nasbstodpa)｢15b5,26-41

B-1-3-2-4-1-1.事智(gshi4es)[15b5,26-4]

B-1-3-2-4-1-2.道智(lamSes)[16a4,27-1]

B-1-3-2-4-1-3.相智(rnammkhyen)[16a6,27-5]

B-1-3-2-4-2.合わせて帰敬すること(bsdustephyag'tshalba)[20b1,

34-15〕

B-2．詳細なものを好む人に向けての説明(rgyaspaladadpa'iganzagla

phyestebSadpa)[20b2,34-17]

B-2-1.[現観〕論の目的の意味(bstanbcoskyidgospa'idon)[20b2,34-18]

B-2-1-1．論を著作する目的がないという恐れをそれぞれに断じて，説かれる

べきことがらである三智一般の設定を説明すること(bstanbcosbrtsamspa

dgosmedkyidogspasosorspansnasbrjodbyamkhyengsumspyi'irnam

gshagbSadpa)[20b3,35-2]

B-2-1-1-1.論難(rtsodpa)[20b3,35-2]

B-2-1-1-2．返答(lan)[22b2,38-11]

B-2-1-1-2-1.返答そのもの(landnos)[22b3,38-12]

B-2-1-1-2-2.能証の聖教を立てること(SeSbyedkyilu'idgOd)[23b1,

40－41

B-2-1-1-2-2-1.要約の母（｢八千頌般若経』）の能証を立てること(yum

bsduspa'iSesbyeddgodpa)[23b2,40-6]

B－2－1－1－2－2－1－1．要約して説くこと(mdorbstan)[23b2,40-7]

B-2-1-1-2-2-1-2.詳しく説明すること(rgyasbSad)[24b6,42-13]

B-2-1-1-2-2-1-2-1.事智によって声聞・独覚の現観が摂せられる仕方

(gshiSeskyisiianrangimnonrtogsbsdustshul)[24b6,42-14]

B-2-1-1-2-2-1-2-1-1.問い(shuba)[24b6,42-14]

B-2-1-1-2-2-1-2-1-2.返答(lan)[25a1,42-16]

B-2-1-1-2-2-1-2-2.道智によって菩薩の現観が摂せられる仕方(lam

Seskyisbyansemskyimlionrtogsbsdustshul)[25a4,43-4]

B-2-1-1-2-2-1-2-2-1.問い(shuba)[25a4,43-5]
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B-2-1-1-2-2-1-2-2-2.返答(Ian)[25a5,43-7]

B-2-1-1-2-2→1-2-2-2-1.言葉の意味(tshigdon)[25a5,43-8]

B-2-1-1-2-2-1-2-2-2-2．〔異論などを〕くまなく吟味すること(mtha'

dpyadPa)[26b4,45-18]

B-2-1-1-2-2-1-2-2-2-2-1.一般と特殊の在り方を確認すること

(spyirbtandandmigsbsalgyitshulnosbzunba)[26b5,45-21]

B-2-1-1-2-2-1-2-2-2-2-2.菩薩が声聞・独覚の断と証得を完全にな

すと説かれた意味を説明すること(byanchubsemsdpasfianl･aligispan

rtogsrdsogsparbyabargsunspa'idonb6adpa)[27a1,46-6]

B-2-1-1-2-2-1-2-2-2-2-3.実際を確認してそれを現証する仕方を説

明すること(yandagpa'imtha''iosbzunnastemliondubyedPa'itshul

bSadpa)[29a1,49-12]

B-2-1-1-2-2-1-2-3.相智によって仏陀の現観が摂せられる仕方(rnam

mkhyengyissanskyim'ionrtogsbsdustshul)[30b4,52-10]

B-2-1-1-2-2-1-2-3-1.問い(shuba)[30b4,52-11]

B-2-1-1-2-2-1-2-3-2.返答(lan)[30b4,52-11]

B-2-1-1-2-2-2.中の母（『二万五千頌般若経』）の能証を立てること(yum

barma'iSesbyeddgodpa)[30b6,52-15]

B-2-1-1-2-2-3.詳細〔の母](『十万頌般若経｣）の能証を参照すること

(rgyaspa'iSesbyedkha'phanpa)[31a1,52-19]

B－2－1－1－2－3．聖教の意味の説明(lu'igidonbSad)[31a1,52-21]

B-2-1-1-2-45まとめ(donbsduba)[31a6,53-13]

B-2-1-2,経典との重複があるという過失を断じて,[論の〕目的があることを

証明すること(mdodalizlospa'iskyonspansnasdgospayodparbsgrub

pa)[31b1,53-17]

B-2-1-2-1.疑問を設定してから,[本論の〕接続関係〔の説明](dogspabkod

nasmtshamssbyarba)｢31b2,53-191

B-2-1-2-2.根本偶(rtsaba)[32a5,55-5]

B2-1-2-3.注釈本論('grelpa)[32b5,55-21]

B-2-1-2-3-1.目的(dgospa)[32b5,56-1]

B-2-1-2-3-2.目的の目的(riindgos)[33a1,56-6]

B-2-1-2-3-3.説かれるぺきことがら(brjodbya)[33b2,57-6]

B-2-2.摂義(bsdusdon)[34a5,58-13]

B-2-2-1．接続関係(mtshamssbyarba)[34a6,58-15]
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B-2-2-2.言葉を立てること(nagiiebardgodpa)[34b3,59-2]

B－2－2－2－1．体を要約して説くこと(lusmdorbstanpa)[34b3,59-3]

B-2-2-2-1-1.所説と能説を要約して説くこと(bSadbya'chadbyedmdor

bstanpa)[34b3,59-3]

B-2-2-2-1-1-1.言葉の意味(tshigdon)[34b4,59-4]

B-2-2-2-1-1-2．〔異論などを〕くまなく吟味すること(mtha'dpyadPa)

「34b5,59-8]

B-2-2-2-1-1-2-1.アーチャールヤ（ハリバドラ）の主張を立てること

(slobdpongyibshedpadgodpa)[34b5,59-9]

B-2-2-2-1-1-2-2.他の人が誤って解釈するのを断じること(gshangyis

IogparbSadpadgagPa)[35b3,60-18]

B-2-2-2-1-2.能説の数('chadbyedkyirkangrahs)[36a6,62-2]

B-2-2-2-1-2-1．道一般の確立(lamspyi'irnamgshag)[36a6,62-3]

B-2-2-2-1-2-1-1.昔のアーチャールヤの考え方を立てること(slobdpon

snama'ilugsdgodpa)[36b1,62-5]

B-2-2-2-1-2-1-2.その〔考え方の〕正邪の吟味(de'thadmi'thaddpyad
，〆へ庁戸ト戸の戸､

Paノぃ/a･’0．－0」

B-2-2-2-1-2-1-3.[著者〕自らの考え方(rangilugs)[38a6,65-12]

B-2-2-2-1-2-2.それぞれの自性を説くこと(soso'iliobobSadpa)[39b3,

67-13〕

B-2-2-2-1-2-2-1.三智(mkhyenpagsum)[39b4,67-14]

B-2-2-2-1-2-2-1-1.相智(rnammkhyen)[39b4,67-14]

B-2-2-2-1-2-2-1-2．道智(lamSes)[39b6,68-2]

B-2--2-2-1-2-2-1-3.事智(gshises)[40b1,68-21]

B-2-2-2-1-2-2-2.四加行(sbyorbabshi)[40b3,69-8]

B-2-2-2-1-2-2-2-1.相等覚加行(rnamrdSogssbyorba)[40b3,69-8]

B-2-2-2-1-2-2-2-2．頂加行(rtsesbyor)[40b5,69-13]

B-2-2-2-1-2-2-2-3.次第加行(mthargyissbyorba)[40b6,69-17]

B-2-2-2-1-2-2-2-4.刹那加行(skadcigsbyor)[41a2,69-21]

B-2-2-2-1-2-2-3.法身(choskyisku)[41a3,70-3]

B-2-2-2-2.体を詳しく解説すること(lusrgyasparbSadPa)[42b4,72-18]

B-2-2-2-2-1.三智の体の解説(mkhyenpagsumgyilusbSadpa)[42b4,

72-20〕

B-2-2-2-2-1-1.相智の体の解説(rnammkhyengyilusbSadpa)[42b5,
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72-21〕

B-2-2-2-2-1｣-1-1.十法の自性(chos.bcu'iralibshin)[42b5,73-1]

B-2-2-2-2-1-1=1-1.意欲を誓うこと(bSampadambca')[42b6,73-3]

B-2-2-2-2-1-1-1-2.その目的を成就する方法を説く教誠(de'idonsgrub

Pa'ithabsstonpagdamsr'ag)[42b6,73-6]

B-2-2-2-2-1-1-1-3.誓いの目的を成就する行(dambca'idonsgrub

byedkyisgrubpa)[43a2,73-10]

B-2-2-2-2-1-1-1-3-1.空性を証得する修所成〔慧〕の行の最初を確認す

ること(stonhidrtogspa'isgombyungisgrubpathogma]iosbzunba)

「43a2,73-101

B-2-2-2-2-1-1-1-3-2.行一般を設定すること(sgrubspyi'irnam

gshag)[43a3,73-14]

B-2-2-2-2-1-1-1-3-2-1.行の所依(sgrubpa'irten)[43a3,73-15]

B－2－2－2－2－1－1－1－3－2－2．能依である行(brtenPasgrubPa)[43a5,

7Q一･iq1
0酉ユッ」

B-2-2-2-2-1-1-1-3-2-2-1.行の所縁(sgrubpa'idmigsPa)[43a5,

73-20〕

B-2-2-2-2-1-1-1-3-2-2-2.行の目的とされるもの（所期)(cheddu

byaba)[43a6,74-1]

B-2-2-2-2-1-1-1-3-2-2-3．行の分類(sgrubpa'idbyeba)[43b1,

74－3〕

B-2-2-2-2-1-1-2.そ〔の十法〕によって相智を表す仕方(desrnam

mkhyenmtshontshul)[43b4,74-15]

B-2-2-2-2-1-1-3.[十法の〕次第が決定されていること(gorimsnesPa)

[44a1,75-2]

B-2-2-2-2-1-1-4.[簡潔な〕説明と〔詳細な〕解説の結合(bstanbSad

sbyorba)[44a4,75-9]

B-2-2-2-2-1-2．道智の体の解説(lamSeskyilusbSadpa)[44a4,75-10]

B-2-2-2-2-1-2-1.十一法によって道智を表すこと(chosbcugciggislam

Sesmtshonpa)[44a4,75-11]

B-2-2-2-2-1-2-1-1.道智の支分(lamSeskyiyanlag)[44a5,75-12]

B-2-2-2-2-1-2-1-2.支分を有した道智(yanlagcangyilamSes)

「44a6,75-171

B-2-2-2-2-1-2-1-2-1.弟子である声聞の道を知る道智(slobmafian
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thoskyilamSespa'ilamSes)[44a6,75-17]

B-2-2-2-2-1-2-1-2-2.犀の道である独覚道を知る道智(bSeru'ilam

ra'isansrgyaskyilamSespa'ilamSes)[44b1,'75-20]

B-2-2-2-2-1-2-1-2-3.菩薩の道智(byanchubsemsdpa'ilamSes)

[44b2,76-2]

B-2-2-2-2-1-2-1-2-3-1-.大乗の見道(thegpachenpo'imthonba'i

lam)｢44b3,76-31

B-2-2-2-2-1-2-1-2-3-2.[大乗の修道〕

B-2-2-2-2-1-2-1-2-3-2-1.大乗の修道の行(thegchensgomlam

gyibyedpa)[44b3,76-5]

B-2-2-2-2-1-2-1-2-3-2-2-1.有漏の修道(zagbcassgomlam)

「44b4,76-6]

B-2-2-2-2-1-2-1-2-3-2-2-1-1．勝解修道(mospasgomlam)

[44b4,76-7]

B-2-2-2-2-1-2-1-2-3-2-2-1-2.廻向作意である無上の修道(bsoli

bayidlabyedpablanamedpa'isgomlam)[44b6,76-13]

B-2-2-2-2-1-2-1-2-3-2-2-1-3.随喜作意である無上の修道(rjes

suyiranbayidlabyedpablanamedpa'isgomlam)[45a1,76-16]

B-2-2-2-2-1-2-1-2-3-2-2-2.無漏の修道(zagmedsgomlam)

「45a2,76-19]

B-2-2-2-2-1-2-1-2-3-2-2-2-1.行である修道(sgrubpasgom

lam)[45a2,76-19]

B-2-2-2-2-1-2-1-2-3-2-2-2-2.畢寛清浄という修道(sinturnam

pardagpashesbyaba'isgomlam)[45a3,76-21]

B-2-2-2-2-1-2-2.[簡潔な〕説明と〔詳細な〕解説の結合(bstanbSad

sbyorba)[45a4,77-3]

B-2-2-2-2-1-3.事智の体の解説(gshiSeskyilusbSadpa)[45a6,77-9]

B-2-2-2-2-1-3-1.事智を表わす法(gshiSesmtshonbyedkyichos)

「45a6,77-10~|

B-2-2-2-2-1-3-1-1.果である母に近い．遠いの理由('brasyumlarie

riligirgyumtshan)[45b1,77-12]

B-2-2-2-2-1-3-1-2.その理由自体が証明されること(rgyumtshande

riidbsgrubpa)[45b5,78-4]

B-2-2-2-2-1-3-1-3.所対治と能対治分の区別(mimthunpadaIigfien
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po'iphyogskyidbyeba)[46a1,78-11]

B-2-2-2-2-1-3-1-4.事智の加行(gshiSeSkyisbyorba)[46a5,79-2]

B-2-2-2-2-1－3-1-4-1.事智の加行の区別(gshiSessbyorba'idbyeba)

[46a5,79-3]

B-2-2-2-2-1-3-1-4-2.把握の仕方('dsinstalis)[46b1,79-7]

B－2－2－2－2－1－3－1－4－3．結果('brasbu)[46b1,79-9]

B-2-2-2-2-1-3-2.[簡潔な〕説明と〔詳細な〕解説の結合(bstanbSad

sbyarba)[47a1,80-4]

B-2-2-2-2-2.四加行の体の解説(sbyorbabShi'iluSb6adPa)[47a2,80-9]

B-2-2-2-2-2-1.自在になることの因と果(dbalidubyabargyu'braS)

「47a3,80-101

B-2-2-2-2-2-1-1．相等覚加行(rnamrdsogssbyorba)[47a3,80-10]

B-2-2-2-2-2-1-1-1.[相等覚加行を〕表わす法(mtshonbyedkyichos)

「47a3,80-11]

B-2-2-2-2-2-1-1-1-1．善根を積んだ所依に関する一般の設定(dgertsa

gsogpa'irtengyidba'idubyasnasspyi'irnamgshag)[47a4,80-13]

B－2－2－2－2－2－1－1－1－1－1．道である般若波羅蜜の琉伽行の修習の把握の

仕方の区別(lamSerphyingyirnal'byorsgompa'i'dsinstanskyidbyeba)

[47a5,80-16]

B-2-2-2-2-2-1-1-1-1-2．等至の加行(mfiamgshaggisbyorba)

「47b1,81-11

B-2-2-2-2-2-1-1-1-1-3.加行を修習する者の過失と功徳(sbyorba

sgompa'iskyonyon)[48a1,81-19]

B-2-2-2-2-2-1-1-1-1-4.道を般若波羅蜜の琉伽行として表わす定義

(lamSerphyingyirnal'byordumtShonpa'imtShaniiid)[48a2,81-21]

B-2-2,-2-|2-2-1-1-1-2.善根が異熟した所依に関して心相続に生じる順

序を実際に説くこと(dgertsasminpa'irtengyidbaIidubyasnasrgyud

laskyepa'irimpadnossubstanpa)[48a3,82-3]

B-2-2-2-2-2-1-1-1-2-1.加行が生じる階位(sbyorbaskyespa'ignas

skabs)[48a3,82-5]

B-2-2-2-2-2-1-1-1-2-2.異熟の階位(sminpa'iskabs)[48a4,82-7]

B-2-2-2-2-2-1-1-1-2-3.所依の人(rtengyigalizag)[48a4,82-9]

B-2-2-2-2-2-1-1-1-2-4.人の修習の次第(ganzaggisgomrim)

[48a5,82-12]
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B-2-2-2-2-2-1-1-1-2-4-1.法身の印をつける有と寂静が等しい加行

(chossku'ilagrjes'jogbyedsriddalishibamiiampanidkyisbyorba)

[48a6,82-12]

B-2-2-2-2-2-1-1-1-2-4-2.無上の浄土の加行(shindagpablana

medpa'isbyorba)[48a6,82-14]

B-2-2-2-2-2-1-1-1-2-4-3巧みな方便の加行(thabsmkhassbyor

ba)[48b1,82-17]

B－2－2－2－2－2－1－1－2．〔簡潔な〕説明と〔詳細な〕解説の結合(bstanbSad

sbyarba)[48b2,82-19]

B-2-2-2-2-2-1-2.頂加行(rtsesbyor)[48b3,83-1]

B－2－2－2－2－2－1－2－1－1．加行道の頂加行(sbyorlamrtsesbyor)[48b3,

83-1〕

B-2-2-2-2-2-1-2-1-2.見道の頂加行(mtholilamrtsesbyor)[48b5,

83-8〕

B-2-2-2-2-2-1-2－1-3.修道の頂加行(sgompashebyaba'ilamrtse

sbvor)[48b5,83-81

B-2-2-2-2-2-1-2-1-4.無間三昧の頂加行(barchadmedpa'itililie

'dsingyirtsesbyor)[49a1,83-13]

B-2-2-2-2-2-1-2-2.[簡潔な説明と詳細な解説の結合][49a3,83-18]

B-2-2-2-2-2-2.堅固になることの因と果(brtanpargyu'bras)[49a3,

83-19〕

B-2-2-2-2-2-2-1.次第〔加行](mthargyis)[49a3,83-19]

B-2-2-2-2-2-2-2，一刹那加行(skadcigsbyor)[49a4,83-21]

B-2-2-2-2-3.法身の体の解説(chossku'ilusbSadpa)[50a2,85-10]

B-2-2-3.要約して説明すること(bsdustebSadPa)[50b2,86-7]

B-2--2-4．詳しく注釈しない理由(rgyasparmabkrolba'irgyumtshan)

[50b5,86-13]
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